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研究成果概要 

我々は独自に開発した三次元ガス飛跡検出器「マイクロ TPC」を用いた方向に感度を持

つ暗黒物質探索実験「NEWAGE」を提唱、平成 17 年度より ICRR共同利用研究、平成

19年度より地下実験を行っている。平成 29年度は、 

① 地下実験室での暗黒物質探索実験の長期測定 

② 地下実験室での中性子フラックス測定 

③ 地下装置の高感度化作業 

を行った。 

① については、平成 27年度に PTEP(2015) 043F01s誌で発表した結果以降に調整を

行いながら観測を行い、合計で 400日以上の観測量を得た。解析の改良及び統計の

増加によって約 3倍の感度向上が見込まれている。また、これまでは用いていなか

った飛跡の前後情報を用いた解析を行い、初となる前後判定を含めた 3次元飛跡情

報を用いた解析も行い、現在論文にまとめている。 

② に関しては、平成 28 年度より早稲田グループと協力して地下実験室への中性子フ

ラックスの測定を開始した。以前の測定でも用いられたヘリウム 3の比例計数管に

よる測定に加えて、早稲田グループを中心とする液体シンチレータの測定を行い、

エネルギースペクトルに関する情報を得ることを目的とした測定を進めている。ヘ

リウム 3を用いた測定に関して論文を投稿準備中である。 



③ に関しては、平成 27年度まで

の研究によって主なバックグ

ラウウンド源であることが明

らかになった、検出器μ-PIC

に含まれる放射性不純物の低

減に関する研究を進めた。こ

の結果、ウラン・トリウムの

含有量が 1/100 以下の低バッ

クグラウンド材料を用いたμ

PIC（低αμ-PIC）の開発に成

功し、α線の放出が少ないこ

とを確認した[1]。2017 年 11

月に 30cm角の低αμ-PIC（図

1）を地下実験室の検出器

「NEWAGE-0.3b’」にインス

トールした。2017 年 12 月よ

り暗黒物質 RUNを開始、予定

通りα線起源のバックグラウンをドが低減されていることが確認されている。 

 また、これまでセルフトリガーの TPC でむつかしいとされていた、ドリフト方

向に位置感度を持たせることが可能になる、「陰イオンガス」という手法が提唱さ

れた。こうした手法によるバックグラウンド低減のための試験を進め、飛跡検出器

試験を行い、暗黒物質探索実験へ用いるために十分な位置分解能を有することを確

認した。陰イオンガス TPC開発に関する初期結果が出版された[2]。 
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図 1 平成 29 年度に地下実験室の検出器に組み

込んだα線放出量の少ない 30cm角μPIC 

(Lα μ-PIC)。 
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